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市 議 会 だ よ り

　

会
期
中
に
、
補
正
予
算
案
２
件（
原
案

可
決
）、
契
約
案
３
件（
原
案
可
決
）、
条
例

案
２
件（
原
案
可
決
）、
決
議
案
４
件（
原

案
可
決
）、
人
事
同
意
案
等
12
件（
原
案
同

意
・
当
選
決
定
）、
推
薦
１
件
、
認
定
３
件

（
認
定
）、
請
願
１
件（
採
択
）、
意
見
書
１

件
、
報
告
２
件
の
議
案
審
議
を
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会
に

　

 　
付
託
さ
れ
た
議
案

●�

平
成
23
年
度
大
竹
市
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
１
号)

　
　
　
　
　
４
千
５
３
８
万
２
千
円
増
額

　

地
域
公
共
交
通
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

　

公
共
交
通
の
支
線
の
状
況
は
、
玖

波
７
丁
目
は
７
月
か
ら「
ひ
ま
わ
り
タ
ク

シ
ー
」と
い
う
名
称
で
実
証
運
行
を
始
め

て
い
る
。
三
ツ
石
町
に
お
け
る
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
１
ヶ
月
１
０
０
人
を
超
え
て
利
用

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
市
で
は
、
幹
線

バ
ス
に
接
続
す
る
よ
う
な
支
線
交
通
を
考

え
て
お
り
、
小
島
地
区
、
玖
波
８
丁
目
、
湯

舟
地
区
が
現
在
検
討
中
で
、
他
地
区
で
も

要
望
が
あ
れ
ば
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
。

　

中
型
バ
ス
の
必
要
性
と
座
席
数
が
減

少
す
る
こ
と
の
認
識
に
つ
い
て
問
う
。

　
「
こ
い
こ
い
バ
ス
」は
、
便
に
よ
っ
て

は
１
桁
台
の
乗
車
の
時
も
あ
る
が
、
新
し

い
バ
ス
車
両
を
導
入
す
る
と
か
な
り
目
立

つ
の
で
乗
車
も
増
え
、
各
支
線
交
通
が
整

備
さ
れ
る
と
、
そ
れ
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
、

西
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
へ
行
か

れ
る
方
も
増
え
る
と
予
想
す
る
。

　

新
型
車
両
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
適
合

し
た
も
の
と
な
る
た
め
座
席
数
が
少
な

く
な
り
、
市
民
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
か
け

る
が
、
席
を
譲
り
合
う
と
い
う
社
会
的
マ

ナ
ー
が
勉
強
で
き
る
と
思
慮
す
る
。

　

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
シ
ス
テ
ム
を

ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
問
う
。

　

予
定
と
し
て
、
本
庁
や
消
防
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
５
カ
所
に
パ
ソ
コ
ン
を

設
置
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
管
理
を

し
な
が
ら
、
行
方
不
明
者
、
高
齢
者
、
家
庭

訪
問
な
ど
の
情
報
を
他
部
署
と
共
有
で
き

る
も
の
と
し
た
い
。

　

危
険
物
保
安
技
術
協
会
検
査
委
託
料

の
検
査
対
象
の
設
置
場
所
と
危
険
物
タ
ン

ク
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
市
民
に
周
知
す

る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

　

検
査
対
象
の
危
険
物
タ
ン
ク
は
、
ダ

イ
セ
ル
化
学
工
業
の
新
工
場
に
新
設
さ
れ

る
２
基
の
検
査
手
数
料
で
あ
る
。
市
内
に

は
特
定
タ
ン
ク
37
基
、
準
特
定
タ
ン
ク
34

基
が
あ
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、
岩
国
大
竹
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中

で
詳
し
く
調
査
を
し
、
各
種
災
害
を
想
定

し
た
避
難
等
の
修
正
が
生
じ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。

※
採
決
の
結
果　
原
案
ど
お
り
可
決

●�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(

小
方
小
・
中
学
校
建
設
工
事　

建
築
主
体
工
事)

●�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(

小
方
小
・
中
学
校
建
設
工
事　

機
械
設
備
工
事)

●�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(

小
方
小
・
中
学
校
建
設
工
事　

電
気
設
備
工
事)

　

低
入
札
が
続
い
て
い
る
が
、
追
加
工

事
に
伴
う
増
額
補
正
は
な
い
か
問
う
。

　

設
計
業
務
委
託
で
の
岩
盤
地
盤
調

査
、
造
成
時
の
地
質
等
考
慮
し
、
建
築
工

事
の
設
計
を
し
て
い
る
。
大
き
な
増
額
補

正
は
な
い
と
考
え
る
。

　

工
事
で
大
型
車
両
が
通
行
す
る
。
住

民
へ
の
配
慮
が
必
要
だ
が
、
契
約
で
搬
入

ル
ー
ト
の
指
定
等
し
て
い
る
の
か
問
う
。

　

三
ツ
石
側
か
ら
車
両
の
進
入
を
計
画

し
て
い
る
。
来
年
度
は
、
青
木
線
側
か
ら

も
車
両
が
進
入
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
地

元
説
明
会
等
を
行
い
な
が
ら
、
付
近
の
安

全
を
第
一
に
、
第
三
者
災
害
が
起
こ
ら
な

平
成
23
年

第
3
回
市
議
会
（
定
例
会
）

　
会
期
9
月
5
日
〜
9
月
29
日

こいこいバス　イメージ
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い
よ
う
業
者
か
ら
の
施
工
計
画
の
提
出
を

経
て
施
工
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

予
定
価
格
と
落
札
価
格
に
大
き
な
開

き
が
あ
る
が
、
予
定
価
格
の
あ
り
方
に
つ

い
て
問
う
。

　

設
計
書
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
出
さ

れ
る
公
共
建
築
工
事
の
設
計
基
準
等
を
使

い
積
算
し
て
い
る
。
企
業
は
、
経
済
情
勢

が
厳
し
い
中
、
仕
事
を
取
る
た
め
入
札
し

て
き
て
お
り
、
そ
の
意
欲
の
表
れ
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

市
内
業
者
を
育
成
す
る
た
め
の
方
策

を
問
う
。

　

市
内
発
注
と
い
う
姿
勢
で
、
工
事
を

分
割
し
て
お
り
、
本
体
、
電
気
、
機
械
と

し
、
受
注
機
会
を
保
つ
と
い
う
前
提
で
、

建
物
も
条
件
付
一
般
競
争
入
札
と
し
、
市

内
業
者
が
参
画
で
き
る
場
を
つ
く
る
よ
う

に
し
た
。
機
械
、
電
気
に
つ
い
て
も
公
募

型
指
名
競
争
と
し
た
。
契
約
す
る
企
業
に

対
し
て
も
、
市
内
業
者
を
下
請
け
に
入
れ

て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
な
が
ら
や
っ
て

い
き
た
い
。

【
反
対
討
論
】

　
「
住
宅
地
の
開
発
が
見
通
せ
な
い
現
在

に
お
い
て
賛
成
で
き
な
い
。」

【
賛
成
討
論
】

　
「
第
五
次
大
竹
市
総
合
計
画
を
認
定
し

た
責
任
か
ら
も
小
中
一
貫
校
、
連
携
教
育

の
推
進
を
進
め
て
い
く
。」

※
採
決
の
結
果　
原
案
ど
お
り
可
決

●�

平
成
23
年
度
大
竹
市
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
２
号)

　
　
　
２
億
５
千
９
７
３
万
７
千
円
減
額

(

小
方
小
・
中
学
校
建
設
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
伴
う
減
額
補
正)

【
反
対
討
論
】

　
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
の
補
正
予
算

で
あ
る
た
め
反
対
す
る
。」

※
採
決
の
結
果　
原
案
ど
お
り
可
決

●�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(

小
方
小
・
中
学
校
建
設
工
事　

建
築
主
体
工
事)

●�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(

小
方
小
・
中
学
校
建
設
工
事　

機
械
設
備
工
事)

●�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(

小
方
小
・
中
学
校
建
設
工
事　

電
気
設
備
工
事)

●�

平
成
23
年
度
大
竹
市
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
２
号)

【
反
対
討
論
】

　
「
大
願
寺
山
へ
の
学
校
移
転
と
不
透
明

な
宅
地
開
発
で
市
民
負
担
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
。
子
ど
も
た
ち
に
安
心
で
安
全
な
教

育
施
設
の
提
供
に
、
大
き
な
懸
念
を
表
明

し
反
対
と
す
る
。」

　
「
学
校
の
危
機
管
理
、
子
ど
も
本
来
の
教

育
環
境
、
安
全
問
題
が
軽
く
扱
わ
れ
て
い

る
。
何
よ
り
、
皆
さ
ん
の
声
を
細
か
く
吸

い
上
げ
て
行
政
に
活
か
す
べ
き
。」

【
賛
成
討
論
】

　
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
面
な
ど
宿
題
を

残
し
て
い
る
が
、
学
校
を
大
願
寺
造
成
地

に
建
設
す
る
こ
と
は
設
備
の
安
全
化
か
ら

言
え
ば
申
し
分
な
い
こ
と
。」

　
「
今
４
議
案
で
は
、
第
五
次
大
竹
市
総
合

計
画
の
基
本
構
想
、
平
成
23
年
度
予
算
を

可
決
し
た
重
み
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
市
の
目
玉
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
。
そ
の
使
命
が
あ
る
。」

　
本
会
議
で
採
決
の
結
果
　

　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

小方小・中学校建設予定地（平成23年10月撮影）
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市 議 会 だ よ り

　
生
活
環
境
委
員
会
に

　
　
　

 

付
託
さ
れ
た
議
案

●�

大
竹
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

・
悪
質
な
不
申
告
者
の
罰
則
規
定
の
強
化

・�

寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
額
の
引

き
下
げ

・�

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
支
援
す
る

た
め
の
税
負
担
の
軽
減
措
置

　

気
づ
か
な
い
う
ち
に
、
不
申
告
の
状

況
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
思
う
。

申
告
の
必
要
な
市
民
に
対
し
て
の
周
知
、

不
申
告
の
確
認
の
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

　

償
却
資
産
の
場
合
は
、
前
年
度
の
申

告
や
法
人
設
立
届
け
を
踏
ま
え
て
申
告
の

案
内
を
発
送
し
、
そ
れ
で
も
申
告
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
は
、
再
度
文
書
に
て
案

内
を
発
送
し
て
い
る
。
市
民
税
の
場
合
は
、

広
報
２
月
号
で
周
知
し
、
従
来
か
ら
申
告

の
必
要
な
方
に
は
２
月
と
５
月
に
ハ
ガ
キ

を
郵
送
し
て
い
る
。

　

悪
質
な
不
申
告
と
は
。

　

一
般
的
に
は
正
当
な
理
由
が
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
申
告
書
を
提
出
し
な
い
場
合

で
あ
る
。

●�

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

※
２
議
案
に
つ
い
て

　
　
採
決
の
結
果　
原
案
ど
お
り
可
決

●�

平
成
22
年
度
大
竹
市
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

水
道
管
の
約
20
％
が
耐
用
年
数
を
超

え
て
更
新
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
。
今
後

10
年
間
の
老
朽
管
更
新
の
費
用
に
つ
い
て

問
う
。

　

現
在
赤
水
対
策
の
中
で
部
分
改
築
更

新
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
更
新
費
用
に
つ
い

て
は
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
11
年
間
の

建
設
改
良
費
の
金
額
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
金
額
の
投
資
計
画
の
中
に
老
朽
管
更

新
費
用
を
含
ん
で
い
る
。

　

決
算
を
踏
ま
え
て
水
道
料
金
、
県
用

水
受
水
単
価
値
下
げ
交
渉
に
つ
い
て
問

う
。

　

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
に
経
常
収
支
が
赤
字
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
そ
の
場
合
25
年
度
に
料
金
値
上

げ
に
つ
い
て
議
会
と
の
相
談
に
な
る
と
考

え
る
。

　

県
用
水
単
価
の
値
下
げ
交
渉
の
結
果

は
、
変
更
な
し
と
な
っ
た
。
県
用
水
施
設

へ
の
更
新
費
用
を
少
な
く
し
て
、
受
水
費

の
減
少
に
努
め
る
。

●�

平
成
22
年
度
大
竹
市
工
業
用
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

企
業
の
円
高
対
策
に
よ
り
、
使
用
料

へ
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

　

一
定
の
契
約
水
量
を
企
業
と
結
ん

で
い
る
為
、
景
気
の
状
況
下
で
使
用
量
が

減
少
し
た
場
合
で
も
料
金
へ
の
影
響
は
な

い
。

　

市
内
の
企
業
が
海
外
移
転
等
で
撤
退

し
た
場
合
の
工
業
用
水
の
契
約
に
つ
い
て

問
う
。

　

契
約
の
中
に
撤
退
し
た
場
合
に
つ
い

て
は
定
め
て
い
な
い
。
仮
に
そ
の
状
況
に

な
れ
ば
、
話
し
合
い
に
な
る
と
考
え
る
。

　

契
約
期
間
が
数
年
で
満
了
と
な
る
企

業
と
の
間
に
、
契
約
後
の
水
の
利
用
に
つ

い
て
双
方
で
協
議
を
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
余
っ
て
い
る
水
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
に
つ
い
て
問
う
。

　

継
続
使
用
に
つ
い
て
は
、
特
化
し
た

話
は
し
て
い
な
い
。
他
の
話
を
す
る
中
で

も
、
今
後
水
の
需
要
が
の
び
る
よ
う
な
話

は
な
い
。
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
つ
い
て

は
、
県
・
大
竹
市
・
民
間
で
勉
強
会
を
昨

年
立
ち
上
げ
て
お
り
、
こ
の
中
で
大
竹
市

の
工
業
用
水
を
海
外
に
売
却
で
き
な
い
か

と
い
う
話
を
し
て
い
る
。

●�

平
成
22
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
先
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
増

加
し
、
企
業
債
の
借
入
が
多
く
な
る
が
こ

れ
ら
に
つ
い
て
問
う
。

　

過
去
か
ら
現
在
に
か
け
て
色
々
な
施

設
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、

補
助
金
以
外
は
企
業
債
で
賄
っ
て
い
る
。

施
設
の
改
修
費
用
が
高
額
で
あ
り
、
償
還

金
の
累
計
が
大
き
く
占
め
て
い
る
。

　

決
算
の
数
字
か
ら
料
金
値
上
げ
に
つ

い
て
伺
う
。

　

処
理
場
を
包
括
委
託
し
た
関
係
で
年
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間
約
３
千
万
円
の
経
費
が
節
減
で
き
て
お

り
、
現
在
は
値
上
げ
の
必
要
は
な
い
と
考

え
る
。

※�
事
業
会
計
の
３
議
案
に
つ
い
て

　
採
決
の
結
果

　
原
案
ど
お
り
認
定

　
　
　
　　

　

 

本
会
議
で
採
決
の
結
果
　

  

原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
願
・
陳
情
・
意
見
書

●�「
30
人
以
下
学
級
実
現
、義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
」を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
採
択
―

請
願
者

　

連
合
広
島
大
竹
・
廿
日
市
地
域
協
議
会

　
　
　
　
　

議
長　

堀
谷
俊
志
氏
外
１
名

　
「
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
比
べ
て
、
１

学
級
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
や
教
員
１
人

当
た
り
の
児
童
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
丁
寧
な
対
応
を

行
う
た
め
、
ひ
と
ク
ラ
ス
の
学
級
規
模
を

引
き
下
げ
る
必
要
が
あ
り
、
文
部
科
学
省

が
実
施
し
た「
今
後
の
学
級
編
成
及
び
教

職
員
定
数
に
関
す
る
国
民
か
ら
の
意
見
募

集
」
で
は
、
保
護
者
も
30
人
以
下
学
級
を

望
ん
で
い
る
。
ま
た
、
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国
負

担
割
合
は
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

自
治
体
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　

将
来
を
担
い
、
社
会
の
基
盤
づ
く
り
に

つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
は
極
め

て
重
要
で
、
未
来
へ
の
先
行
投
資
と
し
て
、

子
ど
も
や
若
者
の
学
び
を
切
れ
目
な
く
支

援
し
、
人
材
育
成
・
創
出
か
ら
雇
用
・
就

業
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
よ
っ
て
意
見
書
を
関
係
大
臣
あ
て
に

送
付
し
て
ほ
し
い
。」

大竹市水道ビジョン

第 3回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）
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